
第3講

微分法・積分法 ⑴

演 習

3・1

幅 A2a A の金属板を曲げて断面が図のような雨2を作り, A その

容積を最大にしたい．

図の曲線部分は AOA を中心とする円の弧である．弧 AABA に対

する中心角を A2θ A として, A 断面積 A(斜線部分の面積)A SA を AaA と Aθ A

とで表し, A 0< θ< π Aにおいて AS Aが最大になる Aθ Aを求めよ．

3・2

f ()=
e


+ e



2
A とし, A t A は正の数とする．

曲線 AC: = f () Aの上の点 AP( t,A f ( t ))Aにおける接線 APTAと,A法線 APNA (PTAに垂直な

直線)A とが, A  A 軸と交わる点をそれぞれ AT, A NA とする．

⑴ 三角形 APTNA の面積は,A
f ( t )



2 f

( t )

Aに等しいことを示せ．

⑵ 点 AP( t,A f ( t )) A が曲線 AC A 上を動くとき,A 三角形 APTN A の面積が最小となる点 AP A の座

標と面積の最小値を求めよ．
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演 習

3・3

以下の問に答えよ．

⑴ 0< p<1Aと A0< θ< π, A 0< θ< π A を満たす ApA と Aθ,A θAに関して,A不等式

p sinθ+(1− p)sinθ≦sin{ pθ+(1− p)θ}

が成り立つことを示せ．

⑵ n Aを A2A以上の自然数とする．0< θ< π, A 0< θ< π, A…, A 0< θ< π A を満たす A

θ,A θ, A…, A θ Aに対して, A不等式

sinθ+sinθ+…+sinθ

n
≦sin

θ+ θ+…+ θ

n 
が成り立つことを示せ．また, A 等号が成り立つのは Aθ= θ=…= θ A のときであるこ

とを示せ．

⑶ 定点 AO A を中心とする定円に内接し AOA を内部に含む An A 角形のうち, A 面積が最大であ

るものは内接正 AnA 角形であることを証明せよ．

演 習 3・2の参考問題

次の問に答えよ．

⑴ +  

−1= t A とおくことにより, A不定積分 A 


−1 dA を求めよ．

⑵ 曲線 A

− 


=1A 上に点 AP( p, A q)A ( p>1, A q>0)A と点 AA(1,A 0) A がある．2A 線分 A

OA, A OPA とこの曲線とで囲まれる図形の面積 ASAを Ap Aの式で表せ．

⑶ ⑵ における ASAを A
θ

2
Aとおくとき,A p,A q Aを Aθ A の式で表せ．

(1996 秋田大 医)
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第4講

微分法・積分法 ⑵

演 習

4・1

媒介変数 Aθ Aを用いて


=sin2θ,A

=sin3θ
(0≦ θ≦ π)

で表される曲線を AC Aとする．

⑴ C Aの概形を図示せよ．

⑵ C Aが囲む部分の面積を求めよ．

4・2

I=



sin


θ dθ (n=0, A 1,A 2,A …) Aとおく．ただし,A sin


θ=1 A とする．

⑴ I=
n−1

n
I (n≧2) A が成り立つことを示せ．

⑵ nI I (n≧1) Aの値を求めよ．

⑶ 数列 A{ I}A は単調に減少することを示せ．

⑷ lim


nI

Aを求めよ．
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演 習

4・3

aA は A0< a<1A を満たす定数とする．

⑴ R()=
1

1− 
 −(1+ 


+ 


+…+ 


) A とする．

lim





R()d=0

を示せ．

⑵ 無限級数 A




a


2n+1
Aの和を求めよ．

演 習 4・1の類 題

座標平面上で,A 次のように媒介変数表示される曲線 AC Aを考える．


=sin2θ, A

=sin3θ．
(0≦ θ≦2π)

⑴ 曲線 AC A上で,A >0 Aかつ A>0A となる Aθ Aの範囲を求めよ．

⑵ 区間 A0≦ θ≦ π Aにおいて, A  =1 A または A  =1 Aとなる Aθ Aの値をすべて求めよ．

⑶ 次の A3Aつの条件を満たす Aθ, A θA の値を求めよ．

0≦ θ< θ≦2π， sin2θ=sin2θ>0， sin3θ=sin3θ>0．

⑷ 曲線 AC Aが自分自身と交わる点の個数を求めよ．

(2005 東京医科歯科大)
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